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1. 北海道の海鳥生態 

 

三上 

鳥類にとって，換羽は非常に重要です

（reviewed in Kjellén 1994，Howell 

2010）．傷んだり外部寄生虫がくっつい

たりした古い羽をまとったままでは生存力

にかかわります．羽衣の見た目が性選択に

関わる種の場合には，配偶者獲得にも影響

をします．そのため，鳥類にとって，換羽

を問題なく成功させるかは重要です．特に，

換羽をするためにはまず新しい羽をつくる

ための多量の代謝エネルギーが必要ですし，

羽が抜け落ちた状態では飛行能力や保温あ

るいは断熱性が低下します．そのため，換

羽期の鳥たちは，捕食されやすい場所を避

けてより隠れたり逃げたりしやすい場所を

選んだり（e.g. Tsurim et al. 2010，

Sorais et al. 2022），余計な代謝コスト

を抑えたりする（e.g. Moreno‐Rueda 

2010）と考えられています． 

今 回 ， オ オ セ グ ロ カ モ メ Larus 

schistisagus が換羽期において，内陸に

あるダムの堤体に日中に集まって過ごして

いたのを観察したので報告をします．これ

は，2024 年 4 月から 2025 年 3 月まで

の間，函館市内にある複数の都市緑地や公

園において鳥との遭遇率を毎月調査してい

たなかでの観察事例です． 

鳥類が休息をしたり，採食をしたり，巣

をつくる場所として，人工構造物を利用す

ることが知られています（例として三上

2019 など）．それはカモメ類においても

当てはまり，特に近年，国内外において人

工構造物を利用した営巣が確認されていま

す（松丸・渡辺2011，松丸2012，長谷

部 2013，矢萩 2016，三上 2022，三

上・三上 2022 など）．しかし，換羽期に

海岸から離れた山際にあるダム湖までわざ

わざやってきて，多数の個体があつまって

換羽しつつ休んでいるというのは興味深い

行動といえます．このような人工構造物を

利用するとすれば，そこには何らかの理由

があると考えられます．本稿ではこの観察

事例を紹介し，今後の類似事例の報告や研

究のきっかけとなることを期待したいと考

えます． 

場 所 は 函 館 市 陣 川 町 の 笹 流 ダ ム

(N41.8385127763903, 

E140.781476293156）です．亀田川

水系笹流川に位置し，ダム堤体の下流側に

は前庭広場（公園），上流側には湛水面積

7haの笹流貯水池（いわゆるダム湖，面積

はダム便覧 オンラインより引用）があり

ます．ダム湖周辺は山林です．調査は月に

１回，午前中（0830-1130 の間）の任

意の１時間，歩き回って鳥を発見した場合

はその種と個体数を記録しました．一般的

なセンサスと異なり，観察範囲は厳密に決

めませんでしたが，ここはすり鉢状の地形

であることから，毎月同程度の範囲を見た

ことになります． 

調査期間中，オオセグロカモメは 4，5

月には確認されず，6 月以降に観察されま

した．6 月 19 日に 13 羽，7 月 19 日に

30 羽，8 月 21 日に 174 羽，9 月 10 日

に 13 羽が調査地内で確認されました（図

1）．６月と７月に観察されたオオセグロ

カモメはすべて決定羽の成鳥で，上空を飛

翔しているもの，ダム湖の湖面に浮かんで

いるもの，およびダム堤体に並んでとまっ

ているもの（図 2）が観察され，特に 7 月

と 8 月は後者２つが多く見られました．8

月には 174 羽のうち 100 羽程度はダム湖

の水面に浮かんでおり，ほとんどは成鳥で

したが，若い（4th summer 未満の）個

ダムの堤体に集まって換羽する 

オオセグロカモメ  

三上かつら （バードリサーチ） 

三上修（北海道教育大学函館校） 

http://damnet.or.jp/cgi-bin/binranA/All.cgi?db4=0014
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体，もしくは当年生まれと思われる，茶色

い羽が混じる個体も同じ場所にいました

（正確な内訳は記録なし）．9 月は，飛来

総数は減ったものの，若い個体が多くなり

（正確な内訳は記録なし），多くは湖面に

浮いていました．10 月，11 月に観察さ

れた個体は湖面に浮かんでいたのが 1 羽，

上空通過が 2 羽であり，11 月の 1 羽は上

空通過のみでした． 

 

 
図 1. 笹流ダムで 2024 年 4 月から 12

月までの間に確認されたオオセグロカモメ

の個体数． 

 

図２．ダム堤体にとまっているオオセグロ

カモメ（2024 年 7 月 19 日）． 

7 月の観察時には，堤体にとまっていた

オオセグロカモメらは，ときおり自分の体

をくちばしで掻いたり自分の羽毛をくちば

しで抜いたりしていました．堤体上には，

たくさんの羽が落ちていて，糞も付着して

いました（図 3）．調査時にダム管理の関

係者がバケツと箒を持ってきたところとす

れ違ったこともあるので，気にされている

のだと思います．8 月にも堤体には羽と糞

がたくさん落ちていました．  

また，本調査以外でも著者のひとりであ

る三上（O）と三上研究室の学生らが 7 月

11 日に同地へ観察に訪れており，この時

にもすでにオオセグロカモメの羽が下に落

ちていたことがわかっています． 

今回の本調査地におけるオオセグロカモ

メの羽の脱落量は７，８月がピークで，脱

落していた羽毛の大部分が体羽でした．オ

オセグロカモメの成鳥における冬羽への換

羽 時 期 は ５ 月 か ら 始 ま り ， Olsen & 

Larsson （2010）によれば，風切がす

べて置き換わるのは１１月までかかり，頭

部は７月から，雨覆や尾羽の換羽は８－９

月，とあります，今回の事例が示す換羽フ

ェノロジーはこれと合致します． 

笹流ダムの堤体は，海岸線からの最短距

離が約 6km あり，河口から川沿いにさか

のぼると約 8km 上流に位置しています．

笹流で換羽していたオオセグロカモメがど

こで繁殖している個体なのかは不明です．

ただし，函館市や北斗市にあるビルの屋上

や，海岸部で繁殖をしているものの可能性

があります．また，函館の周辺の岩礁に１

ペア単位で繁殖しているものもいます．で

すが，利尻島で繁殖するオオセグロカモメ

では繁殖地から 1 日に 100km を超える採

餌 ト リ ッ プ を 行 う 例 （ Mikami et al. 

2022）があることを考えると，函館の付

近の海岸のどこで繁殖をしていたとしても，

本種にとって移動自体は十分に可能な範囲

と考えられます． 
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図 3．ダム堤体のコンクリートがオオセグロカモメの羽毛や糞(a)で汚れていた（いずれ

も 2024 年 7 月 19 日）．なかには風切羽もしくは尾羽と思われるもの(b，c)も落ちて

いた． 

 

しかし，山際にあるダム湖までわざわざ

やってきて，多数の個体があつまって換羽

しつつ休んでいるというのは興味深い行動

といえます．ダムの堤体は，海岸の堤防と

同じく，捕食者を発見しやすく，必要であ

れば，飛んだり水面に逃げたりすることが

できます．実際，堤体にパーチしていたオ

オセグロカモメ達は，林のなかの坂道をの

ぼってきた私が堤体までたどりついたとた

ん（おそらく彼らから私が見えてすぐに），

次から次へ湖面へと移動しました，くわえ

て，真水を得られること，おそらく気温が

海岸堤防よりは低いといった利点があるこ

とが考えられます．なお，真水の利用につ

いては，函館湾にはいくつもの河川がそそ

いでおり，オオセグロカモメが，本河川も

含むそれらの河川の下～中流域で休息して

いる様子も見られます．そのため，真水の

利用だけでは説明できません． 

前述したように，換羽には生理的な負担

が大きいのでなるべくストレスがかからな

い場所が望ましく，かつ飛翔能力が低下し

ていることで，捕食者や人間の攪乱など危

険から逃げやすい条件を備えた場所として，

今回の場所を選択していることが考えられ

ます．ただし，換羽とは全く無関係に，こ

の時期にだけ得られる食糧を確保するため

に集まった可能性も，完全には否定できま

せん． 

季節の進行にともない，次第に個体数が

増えたということ（図１），かつ，幼羽を

まとった個体は 7 月には確認されなかった

ものの 8 月，9 月には一定数みられたこと

は，他個体のもつ「場所の情報」を真似た

個体がいた可能性を示しています． 

 

a b 

c 
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このように，今回のオオセグロカモメの

行動は，行動生態学的あるいは生理生態学

的な興味の対象となりうる一方で，ダム管

理者の側からは，衛生上の問題としての懸

念が生じる可能性もあり，今後注目してい

くべきと考えます． 

なお，本研究は南北海道学術振興財団よ

り助成を受けて実施しました． 
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2. 北海道沖の海鳥 

 

森田 

シロハラトウゾクカモメ（以後，シロト

ウと呼称）はトウゾクカモメ属の 1 種で，

基亜種 Longicaudus と Pallescens の 2

亜種が知られています．日本国内において

は旅鳥として，亜種 Pallescens が北海道

から東日本，小笠原諸島にかけての太平洋

上に渡来し，春に多いとされています（千

嶋  2018 ； 箕 輪  2020 ； 日 本 鳥 学 会 

2024）．本種の観察記録は様々な図鑑や

目録から Web 上の個人の記録まで膨大に

存在しますが，春季の日本近海を通過する

個体数やその変動，渡りのピークといった

動向の詳細についてはほとんど知られてい

ないようです． 

本記録は，2025 年 5 月 10 日に八戸

発・苫小牧行の航路（以後，「八苫航路」

と記載）にて，1 日に 300 羽以上の極め

て多数のシロトウを観察した記録をまとめ

たものです．日本近海において 1 度に

100 羽以上のシロトウが観察されたこと

はこれまであまりなく，皆様が航路観察に

出かける際や本種の春季の動向を考えるう

えで役に立つこともあるかと思い，この場

をお借りして報告させて頂きます． 

さて，今年も 4 月に入ってから，本土と

伊豆諸島を結ぶ八丈航路での情報を皮切り

に，まもなく八苫航路での観察報告が X

（旧 Twitter）等の SNS でも目につくよ

うになりました．2024 年，八苫航路で多

数のシロトウを観察した友人達が羨ましか

った私は，仕事のスケジュールと気象予報

サイトの windy（windy.com）の天気予

報を睨めっこしながら乗船するタイミング

を待ち続けていました．観察前日の 5 月 9

日及び観察当日の５月 10 日の北日本太平

洋側の天候は，低気圧の影響で関東以北の

海上は東から南寄りの 15m 前後の強風が

吹き荒れ，波高も 4m 前後とかなりの荒れ

模様が見込める予報でした．都合よく仕事

も休みだった私は，シロトウが渡りのピー

クに入っていそうな時期であること，春季

は主に東日本沿岸部の海上を北上して繁殖

地のロシア極東地域を目指すため，東～南

寄りの強風であれば追い風に加えて沿岸部

に吹き寄せられる形になることで，より多

数のシロトウと遭遇しやすい条件になるの

ではないかと予想し，件の友人達と乗船し

ました． 

 

写真 1 飛翔するシロハラトウゾクカモメ 

観察当日 10 日の天候は概ね予報通りで，

八戸出港時から津軽海峡までの風況は南南

東 11～18m，波高は 4m 前後，天候は曇

時々雨でした．フェリーが無事に運航する

か不安な天候状況だったので，定刻通りの

出航には安堵しました．波高はあれど視界

は 2km ほどと望外に良く，風向きも船尾

方向からだったことで波飛沫も少なく，観

察条件は意外なほど悪くありませんでした．

シロトウは八戸沖からすぐに出現しました

（写真 1）．出現海域は八戸沖から苫小牧

沖までの航路上のほぼ全域に及びましたが，

その約 9 割は津軽海峡以南の青森県沖に集

中しており，津軽海峡以北の北海道沖（恵

山，室蘭，苫小牧沖）とは大きな差があり

ました．特に個体数が多かったのは，青森

・八戸-苫小牧航路における 

シロハラトウゾクカモメ多数の観察記録 

森田 佑介 
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県の小川原湖東沖，六ヶ所村沖，尻屋崎沖

の 3 ヶ所で，いずれも 10～30 羽前後の

小群やそれらの小群から形成された集団を

観察できました．このうち圧巻だったのは

六ヶ所村沖と尻屋崎沖で，六ヶ所村沖で一

度に 45 羽の群れが眼前を横切ったときは，

思わず写真を撮るのも忘れて見入ってしま

いました（写真 2）．尻屋崎沖では，数羽

～10 羽前後の小群が緩く連なって形成さ

れた「シロハラトウゾクカモメの川」が見

られ，双眼鏡の視野を埋め尽くす光景には

圧倒されました（写真 3）．シロトウの多

くは陸地側の西から沖合の東方向へ戻る動

きが目立ちましたが，六ヶ所村沖付近では

海面で採餌する個体や降りて休んでいる個

体も散見されました．津軽海峡を越えて，

白老南東沖から風向が北東に変わって海況

が穏やかになると個体数は大きく減少し，

以降は散発的に単独～数羽が出現するのみ

でした．最後の個体が出現したのは苫小牧

沖から南に 25km ほどの地点で，最終的

な観察個体数は 365 羽を数えました．カ

ウントに際しては，いずれも確実にシロト

ウと判断できる個体，そして洋上に面的に

出現するために船から約 2km 以内の範囲

に限定して数えましたが，しばしば判別が

困難な遠方もシロトウと思わしき鳥が飛ぶ

様子が見られ，実際にはもっと多くの個体

がいたものと思われました．なお，年齢構

成については見られた個体のほとんどは成

鳥で，若鳥は第 2 回夏羽及び第 2 回～第 3

回夏羽を数羽観察したのみでした． 

 

写真 2 六ヶ所村沖で眼前を通過した 45 羽の群れの一部（大町正弘氏撮影） 

 
写真 3 シロハラトウゾクカモメの集団（大町正弘氏撮影） 
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今回これだけ多数のシロトウを観察でき

た要因としては，まずは渡りのピークに当

たったことが大きいと思われます．日本国

内における本種の渡りの動向について言及

された資料を私は見出せませんでしたが，

Web 上や SNS 上の個人の観察情報を収集

する限りでは，八苫航路の海域では 4 月下

旬～5 月下旬に観察記録のほとんどが集中

しているため，観察日前後はちょうど適期

だったと言えそうです．加えて風況が東か

ら南寄りの強風だった条件が大きく寄与し，

伊豆諸島方面から本州沿岸部を北上中の個

体のほか，より外洋を移動していた個体も

沿岸に吹き寄せられる形になったことで，

結果的に多数と遭遇できたのだろうと考え

ています．なお，この日私と一緒に観察し

た大町氏・小野氏・青柳氏の 3 人の友人達

は，昨年の 4 月 29 日にも八苫航路にて

124 羽と多数のシロトウを観察していま

す．当時は凪に近い穏やかな天候で，出現

のピークは津軽海峡以北の恵山沖だったそ

うです．今回と観察条件や出現海域のピー

クこそ異なりますが，世界三大漁場の一つ

で餌資源が豊富な三陸沖から日高沖にかけ

ては，従来知られていた以上に多数のシロ

トウが渡り途中に滞留する重要な海域なの

かもしれません．人知れず毎年見られる光

景だったのか，それとも海水温の上昇や今

春まで続いた黒潮大蛇行の影響があったの

か，はたまたシロトウもハジロミズナギド

リのように増加傾向にあるのか分かりませ

んが，また来春も自分の目で確かめに行こ

うと楽しみにしています． 

最後になりますが，報告する機会と臨場

感溢れる写真を提供して頂いた大町氏，現

地で一緒に観察した小野氏と青柳氏，査読

及びご助言を頂いた事務局の先崎氏と長谷

部氏にお礼申し上げます． 

 

参考文献 

箕輪義隆・小田谷嘉弥,2020 新 海鳥ハ

ンドブック 

日本鳥学会,2024 日本鳥類目録改訂第 8

版 

千嶋淳,2018 北海道の海鳥5トウゾクカ

モメ類・アジサシ類
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3. 北海道の海鳥観察記録 

 

大町 

２０２４年４月２４日に北海道日高町の

シノダイ岬にてウミスズメ１４００羽の渡

りを観察したので報告します．ウミスズメ

（Synthliboramphus antiquus）は日本

で絶滅危惧ⅠA 類（CR）に選定されてい

る全長２６ｃｍほどの海鳥です． 

観察したシノダイ岬は沙流川と日高門別

川の間にある太平洋に面した標高３ｍの小

さな岬です．海岸から海鳥の渡りを車内か

ら観察できる場所を探していたところ，こ

の岬を発見しました．何度か通ううちに春，

南東の強風が吹いたときは海鳥が岬に近づ

き観察しやすいことが分かりました． 

この日は午前６時５０分から午前８時３

０分の１時間４０分観察を行いました．観

察時の風況は午前６時に東南東の風７．８

m/s  ，午前９時に南東の風９ .５m/s

（earth.nullschool.net）でした． 

現地に到着し１５倍の防振双眼鏡で車内

から沖を観察するとウミスズメの群れが西

から東へ向かって渡っていくのが見られま

した．１羽から３０羽ほどの群れが次々と

流れていきます．ウミスズメと判る数だけ

カウントしたところ約１４００羽を数える

ことができました．識別できない遠い沖で

もウミスズメと思われる群れが流れていま

した． 

仕事先へ移動の時間が来てしまい，後ろ

髪をひかれる思いで現地を後にしました．

夕方，仕事終わりに再度シノダイ岬へ寄っ

てみると識別できる距離でウミスズメの渡

りは確認できず．遠い沖に朝よりも数はだ

いぶ少ないですがウミスズメ類が渡ってい

るのを確認できました．また水面に浮いて

いる少数のウミスズメの群れが観察できま

した． 

 

  

写真１ ウミスズメ飛翔 

 

この日はハシジロアビ１羽を含むアビ類，

トウゾクカモメの群れ，ハイイロミズナギ

ドリと思われる無数の暗色ミズナギドリ類，

ウミウ，カワウ，アカエリカイツブリ，ミ

ツユビカモメやユリカモメなどのカモメ類

の渡りも確認できました．４月２２日の夜

から北海道襟裳以西の太平洋沖で南東の風

が吹き始め，４月２４日朝に風が強まり普

段沖を渡っている海鳥が沿岸まで風に押さ

れてきたようです． 

 

 

写真２ 着水前 

「北海道の海鳥１ ウミスズメ類①」

（千嶋２０１３）のウミスズメは「夏羽は

喉と後頸から側胸の広範囲が黒色で，目の

上から後方に向かって白い飾り羽が伸び

る」，「冬羽は目後方への白い羽はなくな

日高町シノダイ岬でウミスズメ 

１４００羽の渡りを観察 

大町 正弘 
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り，頭部の白色部は広がって喉の下部や目

の後方へ達する」との記載を参照し写真が

撮れた８３羽を識別したところ夏羽，ほぼ

夏羽の個体（喉は黒色だが目後方の白い飾

り羽が不明瞭）は５６羽（６７％）でし

た．冬羽，ほぼ冬羽の個体（喉の黒色が不

明瞭）は２７羽（３３％）でした． 

私は渡りをしている鳥を観察するのが一

番好きでこの日は忘れられない日となりま

した． 
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品田 

はじめに 

私は 2022 年４月から標津町の職場へ

と配属になり，趣味の鳥見に勤しんでき

ました．配属以降の３年間根室地区（根

室半島および標津町，別海町）のカモメ

類を観察し（図１），各種の渡来状況が

徐々に分かってきました．そこで，今回

は日本では数少ない冬鳥とされているア

イスランドカモメ L. glaucoides の亜種カ

ナダカモメ L. g. thayeri の根室地区への

渡来状況について報告いたします． 

 

 
図 1 観察エリアと主要な観察地点 

 

私が初めて根室地区でカナダカモメを

観察したのは 2023 年 1 月です．その後，

根室地区へのカナダカモメの飛来状況に

興味を持ち探索時間を増やした結果，

2025 年 4 月までに根室の鳥見仲間の観

察した個体と合わせて 46 個体のカナダカ

モメを観察しました．カナダカモメは初

列風切羽の黒色部や顔の褐色斑，光彩の

色などの特徴について個体差が大きく，

これらの点について総合的に判断するこ

とで個体識別が出来ると考え，全ての特

徴について一致する場合は同一個体，そ

うでない場合は別個体として集計しまし

た．また，カナダカモメと類似する，シ

ロカモメと他種との雑種やアメリカセグ

ロカモメとは，大きさ，体型，脚の長

さ・太さ，外側初列風切上面のパターン

等の形態に加えて，眼瞼輪(がんけんりん)

の色に着目して識別しました．具体的に

は，大きさがより小さく，華奢で，脚が

短く，外側初列風切の各羽の上面は内弁

が先端まで淡色のストライプ状のパター

ンとなり，眼瞼輪(がんけんりん)が紫色ま

たはピンク色の個体をカナダカモメとし

ました． 

表 1 に 2023 年 1 月から 2025 年 4

根室海峡におけるカナダカモメ 
Larus glaucoides thayeri の観察記録 

品田 済 
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月までに個体識別が可能な画像が撮影さ

れた全個体の観察日と観察場所をまとめ

ました．探索頻度は年と時期により異な

るので，観察個体数の時期・年変動は必

ずしも実態に即しているとは限らないこ

とは留意頂けると幸いです． 

 

表 1. 根室地区におけるカナダカモメの記録 

 
見つかりやすい場所とその季節変化 

次に，根室地区におけるカナダカモメ

の季節ごとの観察場所と観察しやすさに

ついて見ていきます．まず，根室地区で

シーズン    No. 年齢 観察日           観察場所            備考 

1 成鳥 2023/1/14 尾岱沼漁港 

2 成鳥 3/25.27 走古丹 

3 成鳥 4/9.14 春別川河口, 尾岱沼漁港 

2022秋-2023春 

 

 

 

 

 

 

 

2023秋-2024春 

4 成鳥 4/16 標津漁港 

5 成鳥 4/16 春別川河口 

6 第三回夏羽 4/17.18.27 標津川河漁港          4/16に湧別漁港で撮影された 

7 成鳥 4/22 標津漁港 

8 第二回冬羽 2023/11/18.26 落石漁港 

9 成鳥 11/24 標津川河口 

10 成鳥 11/24 標津川河口 

11 成鳥 12/23 尾岱沼漁港 

12 成鳥 2024/2/4 春別川河口 

13 成鳥 3/31 春国岱 

14 成鳥 4/9 春別川河口 

15 成鳥 4/20 別海漁港 

16 成鳥 4/25 別海漁港 
 

2024秋-2025春 17 成鳥 2024/11/9 標津川河口 

18 成鳥 11/9 標津川河口 No. 10と推定同一個体 

19 成鳥 11/13 標津川河口 

20 成鳥 11/15.16 本別海, 別海漁港 

21 成鳥 11/15 標津川河口 

22 成鳥 11/13.27  2025/2/11.14 標津川河口, 尾岱沼漁港, 歯舞漁港 

23 成鳥 11/26  12/20.22 根室漁港, 尾岱沼漁港       亜種kumlieniの可能性あり 

24 成鳥 12/15.22 2/19.20.23.25 3/15   尾岱沼漁港 

25 成鳥 12/15  2/13 尾岱沼漁港 

26 成鳥 12/20.28  2/13 尾岱沼漁港 

27 成鳥 12/20 尾岱沼漁港 

28 成鳥 12/20.21.22 尾岱沼漁港 

29 成鳥 12/20 尾岱沼漁港 

30 成鳥 12/22 尾岱沼漁港 

31 成鳥 12/22 尾岱沼漁港 

32 成鳥 12/23  2/9.11.13.19 尾岱沼漁港 

33 成鳥 12/24.25  2/15.25 尾岱沼漁港 

34 成鳥 12/25 尾岱沼漁港 

35 成鳥 12/25.28 尾岱沼漁港 

36 成鳥 2/8 歯舞漁港 

37 成鳥 2/13  3/1 尾岱沼漁港 

38 成鳥 2/15 珸瑤瑁漁港 

39 成鳥 3/7 尾岱沼漁港 

40 成鳥 3/7 尾岱沼漁港 

41 成鳥 3/14 走古丹漁港 

42 成鳥 3/14 尾岱沼漁港 

43 成鳥 3/16.22  4/12 尾岱沼漁港、別海漁港 

44 成鳥 3/22 尾岱沼漁港 

45 成鳥 4/16 走古丹漁港 

46 成鳥 4/29                別海漁港 
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は季節ごとにカモメ類が良く集まるポイ

ントが変遷し，カナダカモメが見つかり

やすいポイントも季節によって異なりま

す．カナダカモメは 11 月に入ると個体数

が増加します．シーズン序盤のこの時期

は標津川河口で最もよく見つかり，11 月

に観察された 10 個体のうち 7 個体がこ

の場所で観察されました． 

12 月から 3 月中旬は野付半島周辺（尾

岱沼漁港，春別川河口）で最も見つかり

やすい印象を受けました．特に 2024 年

12 月は尾岱沼漁港で連日 2～5 個体のカ

ナダカモメが観察されました．この場所

のカナダカモメは，特に日の入り前後に

多く見られました．野付半島周辺以外で

は，2025 年 2 月に歯舞周辺（歯舞漁港，

珸瑶瑁(ごようまい)漁港）で 2 個体のカナ

ダカモメが観察されました．1月はカナダ

カモメの観察記録が少ないのですが，こ

れは年末年始休みで漁業が行われない期

間が 1 週間ほどあるため，漁港周辺に滞

在するカモメ類が減少することと関係し

ているのではないかと考えています． 

3月下旬になると，風蓮湖周辺（走古丹，

春国岱）や春別川河口，尾岱沼漁港，別

海漁港，標津漁港などの広い範囲でカナ

ダカモメを観察することができました．

特に見つかりやすい条件は，降雨を伴う

やや強い北風の日で，このような条件の

日に上記のポイントを探し回ると高確率

でカナダカモメが見つかりました．この

時期の根室地区で見つかるカナダカモメ

には，頭部の換羽が進み，頭が白い個体

が混ざります（写真１）．これまでで最も

遅く観察されたのは 2025 年 4 月 29 日

の別海漁港でした． 

 

印象的な個体の記録について 

3年間の記録の中で，個体識別により同

一個体の移動情報が分かった例がいくつ

かあります．今回は特に移動が大きかっ

た２例をご紹介します． 

 

 
写真１. ４月に見られた換羽が進んだカナ

ダカモメ（上から No.3，7，16） 

 

1 つ目が No.6 の第三回夏羽です（写真

２）．2023 年 4 月 16 日に根室の鳥見仲

間がオホーツク海沿いの湧別漁港に訪れ

た際に偶然見つけて撮影した個体で，同4

月 17 日に標津漁港で再発見され，その後

11 日間，断続的に標津漁港で観察されま

した．この２地点で観察された個体は嘴

の黒斑の形が一致する点，外側初列風切

先端の白斑の形が一致する点から同一個

体と判断しました．湧別漁港は標津漁港

から直線距離で 150km 以上の距離があ

り，また，最短距離を渡るためには知床

半島の山々を越える必要があります．ど

のような経路で湧別漁港から標津漁港に

たどり着いたのか非常に興味深い記録と

なりました． 
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写真２. 湧別漁港（上）で撮影された翌

日に標津漁港（下）で撮影された第三回

夏羽（No.6） 

 

2 つ目は No.22 の成鳥です（写真３）．

この個体は，2024 年 11 月に標津漁港

で観察され，2025 年 2 月 11 日に尾岱

沼漁港で再発見されました．さらに，そ

の 3 日後の 2 月 14 日には，歯舞漁港で

も観察されました．本事例から 11 月から

2月の厳冬期に根室地区の沿岸を移動する

個体がいることが分かりました． 

他にも，2024-2025 年冬シーズンは

数個体が根室地区で複数回観察されてお

り，記憶に残るシーズンとなりました．

そのうち 1 羽については（No.23），初列

風切の黒色部が狭く，アイスランドカモ

メの亜種 kumlieni と言ってよさそうな個

体でした（写真４）． 

 

 
写真３. 尾岱沼漁港（上）で撮影された

３日後に歯舞漁港（下）で撮影された成

鳥（No.22） 

 

 
写真４. 亜種 kumlieni とみられる個体

（No.23） 

 

おわりに 
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標津に来るまでは，根室地区でここま

で多くのカナダカモメを観察出来るとは

思っていませんでした．特に 2024 年秋

-2025 年春の野付湾周辺は非常に多くの

カナダカモメが見られ，とても驚きまし

た．全国的にカナダカモメの記録は多く

なく，ネットで検索をして出てくる写真

のほとんどが銚子で観察されたもので，

偶に北海道で撮影された写真が混ざる程

度です．いちカナダカモメ好きとして，

この記事を参考にして今後カモメウォッ

チャ―が増えて日本のカナダカモメ事情

がより一層解明されていく事に期待した

いです． 

また，近年は銚子のカナダカモメの数

が減少している事が指摘されており，特

にここ数シーズンは若い個体が少ないと

いう話題を耳にします．若い個体が少な

い傾向は根室地区でも同様に見られ，3年

間で観察された 46 個体の内，第一回冬羽

/夏羽は１羽も観察されませんでした．こ

れは一時的なものなのか，今後国内のカ

ナダカモメの飛来が減少する予兆なのか，

注視しながら今後もカモメを見続けたい

と考えています． 

 

 
写真 5. 根室管内で観察されたカナダカモメ（左上から順に表 1 の No.1～46 に対応） 
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矢萩 

はじめに 

北の海鳥 19 号では初山別村における海

鳥の生息状況として，陸上からの観察によ

るケイマフリの春の渡りについて報告しま

した（矢萩 2024）．今回は，同じ方法に

よって観察したミツユビカモメの春の渡り

についてご紹介したいと思います． 

陸上から海鳥を観察する楽しみはいくつ

かありますが，外洋性の海鳥を観察するこ

ともその一つです．カモメ類の中では比較

的外洋性の生態を持つミツユビカモメを観

察した時には，普通種でありながらも嬉し

さがこみ上げます．また，ミツユビカモメ

の個体数が多い時期には，本種を追いかけ

て飛来するトウゾクカモメ類の観察も期待

され，そのような想像にも胸が膨らみます． 

 

 

表 1．ミツユビカモメの確認状況 

 

  

開始 終了 総時間数 開始 終了 総時間数

2024/1/21 9:00 10:00 1:00 0 0.0 2024/4/1 6:10 7:00 0:50 3 1.8

2024/1/28 9:30 10:00 0:30 0 0.0 2024/4/2 6:00 7:00 1:00 112 56.0

2024/2/3 10:00 11:00 1:00 0 0.0 2024/4/3 6:00 7:00 1:00 14 7.0

2024/2/7 7:00 7:30 0:30 0 0.0 2024/4/5 5:40 6:40 1:00 351 175.5

2024/2/8 6:50 7:30 0:40 0 0.0 2024/4/6 5:30 6:30 1:00 1055 527.5

2024/2/10 7:30 9:30 2:00 0 0.0 2024/4/7 5:40 6:40 1:00 1510 755.0

2024/2/11 7:00 9:30 2:30 0 0.0 2024/4/9 5:50 6:50 1:00 16 8.0

2024/2/12 7:20 9:30 2:10 0 0.0 2024/4/10 6:10 7:10 1:00 0 0.0

2024/2/22 6:35 7:25 0:50 0 0.0 2024/4/11 6:00 7:00 1:00 554 277.0

2024/2/24 8:30 11:30 3:00 0 0.0 2024/4/13 6:10 7:10 1:00 0 0.0

2024/2/25 9:00 11:30 2:30 0 0.0 2024/4/16 6:20 6:50 0:30 2 2.0

2024/2/28 6:30 7:30 1:00 0 0.0 2024/4/18 6:20 6:50 0:30 0 0.0

2024/2/29 6:30 7:30 1:00 0 0.0 2024/4/19 6:00 6:30 0:30 0 0.0

2024/3/2 14:30 16:45 2:15 300 66.7 2024/4/20 6:00 6:30 0:30 0 0.0

2024/3/6 6:30 7:00 0:30 0 0.0 2024/4/24 6:00 7:00 1:00 0 0.0

2024/3/7 6:30 7:30 1:00 0 0.0 2024/4/27 5:00 6:00 1:00 0 0.0

2024/3/8 6:30 7:30 1:00 0 0.0 2024/4/28 5:00 7:00 2:00 2 0.5

2024/3/14 6:20 7:20 1:00 230 115.0 2024/4/29 5:20 6:20 1:00 0 0.0

2024/3/15 6:20 7:20 1:00 0 0.0 2024/5/1 5:20 6:20 1:00 0 0.0

2024/3/16 8:00 11:30 3:30 0 0.0 2024/5/2 5:45 6:45 1:00 0 0.0

2024/3/17 6:20 9:30 3:10 0 0.0 2024/5/10 5:50 6:50 1:00 1 0.5

2024/3/19 6:15 7:15 1:00 0 0.0 2024/5/12 4:45 5:45 1:00 9 4.5

2024/3/20 9:20 11:20 2:00 0 0.0 2024/5/14 5:00 6:00 1:00 2 1.0

2024/3/23 6:00 7:20 1:20 0 0.0 2024/5/16 6:15 6:45 0:30 1 1.0

2024/3/28 6:20 7:20 1:00 0 0.0 2024/5/18 4:40 5:40 1:00 1 0.5

2024/3/30 14:20 15:20 1:00 44 22.0 2024/5/22 5:30 6:30 1:00 0 0.0

2024/3/31 9:00 10:00 1:00 1 0.5 2024/5/24 5:50 6:50 1:00 108 54.0

2024/5/25 5:30 6:30 1:00 0 0.0

2024/5/28 6:00 7:00 1:00 0 0.0

2024/5/31 6:10 7:10 1:00 0 0.0

個体数
30分あた

り換算値
日付

観察時間
個体数

30分あた

り換算値
日付

観察時間

初山別の海鳥 2  

〜ミツユビカモメの春の渡り〜 

矢萩 樹（当会広報） 
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春の渡りピーク 

春の初山別村では，ほかの時期と比較し

て 4 月上旬に多くのミツユビカモメが記録

されました（表 1，写真 1）．この時期に

は，沿岸域を羽ばたき飛翔で北へ移動する

個体が次々と観察され，これは渡りによる

移動であると思われました．また，3 月に

もやや多くの個体が記録されました（写真

２）. 

 

 

写真 1．ミツユビカモメの群れ(2024 年

4 月 2 日撮影) 

 

 

写真 2．ミツユビカモメの群れ(2024 年

3 月 30 日撮影) 

 

個体数が多く記録された 3 月 2 日は時化

模様，3 月 14 日は西風がやや強い条件で

あったことから，この時は沖合に分布して

いた個体が強い波風の影響を受けて沿岸に

寄せられた印象を受けています． 

このほかに，5 月 24 日にも 104 羽が

記録されましたが，この日に観察された個

体は尾羽の先端に黒帯がある幼鳥のみでし

た．齢別に個体数を数えていないため正確

なことは言えませんが，4 月上旬の渡りピ

ーク時には成鳥の個体数が多い印象で，繁

殖に参加しない幼鳥は成鳥よりもゆるりと

北上するのかもしれません． 

周辺地域での記録と比較してみると，春

の利礼航路では 4 月中旬に本種の個体数の

ピークがみられています（杉村 2004）．

また，過去に初山別村の沖合で通年にわた

って行われた船上センサスでは，3 月と

10 月の調査回で計 17 羽が確認されてい

ます（長谷部 2020）． 

今回の観察では 3 月からミツユビカモメ

が確認され，4 月上旬に最も多くの個体が

記録された後，4 月 11 日を過ぎると確認

個体数が減少しました．既存の知見と今回

の観察結果から，日本海北部における本種

の春の渡り時期は，主に 3 月から 4 月頃と

考えられ，4 月上旬～中旬が渡り時期のピ

ークと想定されます． 

 

おわりに 

ところで，ミツユビカモメについて色々

と調べてみると，本種は国際自然保護連合

（IUCN）のレッドリストで危急種（VU）

として選定されている（IUCN オンライン）

ことを知りました．これは，過去 3 世代

（39 年間）における世界的な個体数減少

が 30～49％の範囲にあることが選定根拠

となっており，個体数減少の要因には餌資

源の減少や油汚染による影響が指摘されて

います（IUCN オンライン）．国内でも，

オホーツク海で行われた長期的な調査結果

により，本種の観察個体数の減少が報告さ

れており（渡辺 2022），本種の動向につ

いては今後も注視する必要がありそうです． 
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山下 

深川市から苫小牧市に異動したことをき

っかけに鳥見を始め，その後礼文島や天塩

町など道北を中心に 10 年ほど住んでいた

ため，様々な珍しい鳥との出会いがありま

した．そのうち 2021 年 5 月 30 日に振

老沼（天塩川旧河川）で出会った，ハジロ

クロハラアジサシの報告をいたします． 

天塩町は，日本海側に面した天塩川の河

口の町であり，天塩川はこの振老地区の少

し先から流れを変え 8km ほど海岸と平行

に南に流れ，日本海へと注ぎます．河口か

ら 20km ほどは汽水域となり，この振老

地区周辺は ，日本海 ，天塩川の汽水域，

振老沼の淡水域※１やアカエゾマツの林，砂

丘林や内陸側の針広混交林など多様な環境

がある場所です ．その中でも振老沼は，

天塩川の治水事業により取り残された三日

月湖になります（図１）．この周辺には春

と秋，オオヒシクイやマガン，コハクチョ

ウやオオハクチョウなどの渡り鳥の重要な

中継地となっており，多い年には１万羽以

上のヒシクイやマガンが，振老沼だけでな

く，周辺の牧草地や沼地に集まり，羽を休

め餌を採っています．この沼は，マガンや

オオヒシクイの餌となるヒシが人間によっ

て移植された※２こともたくさんの渡り鳥が

集まる理由の一つになっているかもしれま

せん．さらに，アカエゾマツの林では，ほ

ぼ毎年オジロワシの繁殖が確認されており，

他にもチュウヒ，ハイイロチュウヒ，ケア

シノスリなどの猛禽類も見られ，草原性の

野鳥，水辺の野鳥など多種多様な野鳥がこ

こでは見られます． 

 

 
図１ 振老周辺 

 

5 月３０日は，天塩川堤防（天塩川とサ

ロベツ川の合流地点 ここは知る人ぞ知る

イトウの釣り場で全国から釣り人が集まる

ところ）から振老沼の方へ移動途中，同じ

場所を行ったり来たり，降下し上昇し，水

面すれすれを飛び，を繰り返す，ツバメよ

りもかなり大きい白黒の鳥が見えました

（図２）．見たことのない鳥だったので，

慌ててカメラのシャッターを切りました．

止まることはなさそうな感じだったので，

なんとかブレずに撮れる写真があればと，

しばらくシャッターを切っていました（そ

天塩町振老沼  

ハジロクロハラアジサシとの出会い 

山下 政俊 
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れでもきちんと写った写真はほぼありませ

んでした）．数枚の写真がなんとかまとも

に写ってくれていたので，自宅に帰り図鑑

と見比べ，羽の裏が黒であることが決め手

となり，ハジロクロハラアジサシとわかり

ました ．他の類似種のクロハラアジサシ

やハシグロクロハラアジサシ などとも比

較的簡単に見分けられました． 

 

図２ ハジロクロハラアジサシ 

 

飛び方は，ツバメが何度も水面で水を飲

むときの飛び方と似ていたと記憶していま

す．撮影中アジサシの仲間のような感じは

していましたが，そのときは種まではわか

りませんでした．やはり初めて見る野鳥だ

と興奮しますね．自宅に戻る車中では，は

やく図鑑で確認したいと，少しスピードを

出していたかもしれません． 

 

 

図３ クロハラアジサシ 

 

ちなみに，天塩町内の鏡沼公園では，ク

ロハラアジサシを２羽確認しています（図

３）．このときはハジロクロハラアジサシ

とは違う顔つきだったので，こちらも図鑑

で確認したところ，腹の灰色の部分が確認

できたので，クロハラアジサシと確認でき

ました． 

先にも書きましたが，天塩町は，海から

近く天塩川，その旧河川である三日月湖，

牧草地，そしてアカエゾマツの林や針広混

交林などの多様な環境が，小鳥類，ガンカ

モ類，そしてアジサシ類のような希少な海

鳥などの様々な鳥類を呼び寄せる要因にな

っていると，この記事を書いて改めて思い

ました．そして，まだ天塩川が手つかずだ

った頃は，もっともっと豊かな湿原であっ

たのだろう，と思いを馳せる今日この頃で

す． 
 

※１ しじみの資源回復のため，現在は天

塩川と接続され，ゆっくりと汽水化に向

かっている．また，周辺には淡水の沼も

点在している． 

※２ 振老沼の汽水化によってヒシがダメ

ージを受けても大丈夫なように，隣に代

償池をつくり，そこにヒシを移植した． 
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川﨑 

私は 2025 年 5 月 29 日，豊富町サロ

ベツ湿原の旧泥炭採掘跡において，ハジロ

クロハラアジサシ 3 羽を観察いたしました

のでご報告いたします． 

 

○観察地点 

観察地点は 1970 年代～2000 年代初

等にかけてサロベツ湿原で行われていた泥

炭採掘の跡地で現在も採掘水面が残され湖

沼のような景観を作り出しています(図 1)．

調査用の木道が敷設され通常は非公開エリ

アとなっていますが，春～秋の週末を中心

に湿原再生事業などを伝えるガイドツアー

(サロベツ湿原バックヤードツアー)が催行

されている場所でもあります． 

 

 

図 1 サロベツ湿原の泥炭採掘跡地 

(Google Map 使用) 

 

○観察時状況と周辺地域での記録 

当日は前述のツアーに参加し水面に隣接

した木道を通行中，前方で上空をヒラヒラ

と飛ぶアジサシ類 3 羽を確認し慌てて双眼

鏡をのぞいてみたところ，3 羽共本種の成

鳥夏羽のように見えました（図２）．本種

の成鳥夏羽は 1)頭部～体上下面，下雨覆

が一様に黒色であること，2)風切りと下尾

筒が白色であることが特徴としてあげられ

ます(真木ら 2014)．自宅に戻り画像を改

めて確認したところ，これらの特徴が合致

したため，今回観察できた個体も成鳥夏羽

であると考えられます． 

 

 

図２ ハジロクロハラアジサシ 

 

私は数年前まで，仕事上毎週のようにこ

の木道を使っていたのですが，ここでアジ

サシ類を見たのは初めてでしたし，まさか

人生で初見であるハジロクロハラアジサシ

を同時に 3 羽も見られるとは予想もしてい

なかったので，大変驚いてしまいました． 

なお，当研究会代表の長谷部氏が 5 月

23 日に町内の兜沼でもハジロクロハラア

ジサシを目撃しているため，今回観察でき

た群れの一部が同一であれば 23 日前後か

ら周辺には飛来していたと思われます． 

結局この群れは木道上の私達を意識して

か，遠方へ飛去してしまい近い距離での観

察は叶いませんでしたが，それでもツート

ンカラーのカッコいい姿を拝むことができ，

私は一目惚れしてしまいました． 

本種の北海道での状況を調べたところ，

十勝川下流域や石狩川河口での記録が多い

とされています(千嶋 2018)．一方道北地

域に目を向けると，利尻島で 5 月と 9～

豊富町にハジロクロハラアジサシ 

日本野鳥の会道北支部 川﨑正大 

サロベツ湿原センター 
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11 月にそれぞれ記録があるほか(利尻島自

然情報センター 2017)，近年では天塩町

の振老沼でも 5 月に観察されています(日

本野鳥の会道北支部 2021、本誌山下氏

の記事)．今まではあまり意識していなか

った種ではありますが，宗谷周辺でも少数

ながら通過している可能性もあるかと思い

ますので，今後の渡り時期には注目してい

きたいと思います． 
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長谷部 

クロハラアジサシ Chlidonias hybrida

は中国，中央アジア，ヨーロッパで繁殖

し，アフリカ，東南アジア，オーストラリ

アで越冬しますが，アフリカ南部でも繁殖

します(Gochfeld et al. 2020a)．ハジロ

クロハラアジサシ C. leucopterus は中央

アジア，中国北東部，ロシア東部で繁殖

し，アフリカ，東南アジア，オーストラリ

アで越冬します(Gochfeld et al. 

2020b)．国内ではクロハラアジサシ・ハ

ジロクロハラアジサシともに旅鳥で，春か

ら秋にかけて全国の干潟，埋め立て地の水

溜まり，湖沼に飛来し，クロハラアジサシ

は南西諸島で多いとされています（桐原ほ

か 2000）． 

 
図 1 クロハラアジサシ・ハジロクロハラアジサシの観察地点（情報含む） 

道北日本海側におけるクロハラアジサシ・

ハジロクロハラアジサシの観察記録 

当会代表 長谷部 真 
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私が初めてクロハラアジサシに出会った

のは 2012 年 10 月 15 日でした

(https://seabirds.exblog.jp/18069590/)．当時

働いていた北海道海鳥センターの裏を流れ

る福寿川（旧羽幌川）の上を「カモメとは

ちょっと違う鳥」が飛び回っていました

（図１，図 2）．慌てて窓を開けて写真を

撮り図鑑で種を確認するとクロハラアジサ

シの冬羽に換羽中の成鳥であることがわか

りました．その日は西風が強くこの秋初め

ての冬のような天気でしたので，西風に流

されて沖合から沿岸部に入って来たかもし

れません．クロハラアジサシは，2013

年 7 月 3 日

（https://seabirds.exblog.jp/19995026/），

2013 年 9 月 2 日に

（https://seabirds.exblog.jp/20421069/）黒田

宏章氏により遠別川河口部でも確認されて

います． 

 

図 2 クロハラアジサシ冬羽に換羽中の成

鳥 2012 年 10 月 15 日 羽幌町 

 

 

  
2020年 6月 10日 天塩川下流 2021年 5月 21日 兜沼 

  

2022年 7月 17日にパンケ沼 2023年 6月 11日 兜沼 

図 3 サロベツで確認されたクロハラアジサシ 

https://seabirds.exblog.jp/18069590/
https://seabirds.exblog.jp/19995026/
https://seabirds.exblog.jp/20421069/
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さらに，サロベツに引っ越してから

2020 年 6 月 10 日に天塩川下流，2021

年 5 月 21 日と 2023 年 6 月 11 日に兜

沼，2022 年 7 月 17 日にパンケ沼で，そ

れぞれ沼または川の上空をいずれもクロハ

ラアジサシの成鳥が飛び回っているのを確

認しました（図 3）．2020 年は初めての

成鳥夏羽の確認だったので興奮しましたが，

その後あちこちで毎年出てきたので，よく

観察すればと毎年どこかに飛来していたの

かもしれません． 

 

 

図 4 ハジロクロハラアジサシ 2025

年 5 月 23 日 兜沼 

 

2025 年に札幌に引っ越してから仕事で

5 月 23 日にサロベツに行く機会がありま

した．仕事は 9 時からでしたので，豊富町

の宿から山方向に鳥観察に向かったところ，

意外とあっさりと終わってしまったので，

方向転換し森林の鳥も水鳥も草原の鳥も観

察できるサロベツ随一の探鳥地である兜沼

に向かいました．小鳥は期待外れだったの

で，湖畔でカンムリカイツブリなどを見て

いると遠くでアジサシっぽいのが飛び回っ

ているのが見えました（図 4）．またクロ

ハラアジサシかなと双眼鏡で見るとカササ

ギのように体色の白黒の差が大きいのがわ

かりました．きっとまだ観察したことのな

いアジサシの仲間に違いないと確信しまし

たが，なにしろ遠いのでまともな写真がと

れないまま仕事に行く時間が来てしまいま

した．家に戻って不鮮明な写真を図鑑に照

らし合わせるとハジロクロハラアジサシの

成鳥であることがわかりました． 

その 6 日後の 5 月 29 日に川﨑正大さん

よりサロベツ湿原の泥炭採掘跡地でハジロ

クロハラアジサシ 3 羽を見たとの情報が来

ました（本誌参照）．自分の写真はとても

人様に見せられる代物ではなかったので，

川﨑さんに記事をお願いしました．さらに

日本野鳥の会道北支部の会員・天塩町在住

の天塩高校教員で振老沼やサロベツ湿原セ

ンターで野鳥観察や湿原の総合学習をして

いた山下政俊さんから「異動のため札幌へ

引っ越します」というお別れの挨拶文のメ

ールが偶然目に入りました．「ここ天塩に

おいては，サバクヒタキ，ハジロクロハラ

アジサシなどめったに見られない鳥を見ら

れたことは幸せでした．」と記載されてい

ました．山下さんがハジロクロハラアジサ

シを観察していたとは気づいていなかった

ので，すぐに日本野鳥の会道北支部の会報

誌「オロロン」確認してみると確かに観察

した写真が載っていました（日本野鳥の会

道北支部 2021）．急遽，山下さんに連絡

し記事をお願いしました（本誌参照）．結

局自分もハジロクロハラアジサシだけでな

く，クロハラアジサシも合わせてこの記事

を書くことにしました． 

日本鳥類目録改訂第 8 版では北海道でク

ロハラアジサシは中部・北部・東部では

「年によって記録あり(Ⅳ)」，南部で「偶

発的な記録のみ(AV)」，ハジロクロハラア

ジサシは中部・東部では「年によって記録

あり(Ⅳ)」，北部・南部で「偶発的な記録

のみ (AV)」とされており（日本鳥学会

2024），北海道鳥類目録と北海道野鳥図

鑑ではクロハラアジサシが「迷鳥」，ハジ

ロクロハラアジサシが「まれな旅鳥」とさ
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れています（極東鳥類研究会 2012 河井

ほか 2003）．利尻島では 5 月と 9 月にク

ロハラアジサシ，5 月，9－11 月にハジ

ロクロハラアジサシの記録があり（利尻島

自然情報センター 2017），天売島では

5 月にクロハラアジサシの記録がありまし

た（寺沢 2018）.  

これらの文献を合わせると北海道では両

種ともに毎年ではないものの，5 月から

11 月くらいまでに散発的に観察され，ど

ちらかというとハジロクロハラアジサシの

ほうがクロハラアジサシより観察機会が多

い印象です．今回報告した道北の日本海側

沿岸に限っては，クロハラアジサシのほう

が観察機会が多く，ハジロクロハラアジサ

シのほうが少ないようです．アジサシ

Sterna hirundo はほぼ海上でしか見たこ

とがないですが，両種はやや内陸の沼や川

に現れるのが特徴です．今後も両種の出現

状況を注視していきます． 
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編集後記 
今回は久しぶりに８件の記事になりまし

た．最近は 4-6 件だったので，1 号・2 号

以来の記事の多さでした．初期の頃とは異

なり，3 名の編集委員が内容を確認してい

ますので，著者とのやりとりでどの記事が

どのくらい確認・修正されているのか途中

でわからなくなってしまうこともありまし

た． 

記事の中身はオオセグロカモメの生態に

ついてが一件の他，フェリー航路上や陸上

からの沖を眺めた渡り海鳥調査や珍鳥海鳥

の観察記録でした．フェリー航路が少ない

北海道で航路調査や陸上からの観察が勢力

的に実施されていることは大変喜ばしいこ

とで，毎回勉強させていただきながら記事

を読んでいます．今後も海鳥の渡り状況が

明らかになっていくことを期待します． 

一方で，本誌は元々会の活動として礼文

島における海鳥調査報告や北海道の小規模

編集後記 

https://riishiri.sakura.ne.jp/Sites/Birds/list/birdsv13.pdf
https://riishiri.sakura.ne.jp/Sites/Birds/list/birdsv13.pdf
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海鳥繁殖地における調査記録などの報告の

受け皿として始めたものです．このため，

北海道の海鳥の繁殖記録やその生態の記事

も歓迎します． 

次号は 2026 年の 2 月頃に発行予定で

す．原稿の執筆のご連絡は下記までお願い

します． 

hasebemakoto@hotmail.com（長谷部） 

masayukisenzaki@gmail.com （ 先 崎 ） 

larus.gull.0415@gmail.com（矢萩） 

北海道海鳥保全研究会は現在ほぼ会報誌

の発行だけが活動となっています．「北の

海鳥」は私，長谷部と事務局長の先崎さん，

広報担当の矢萩さんの 3 名で運営していま

す．原稿の細かい部分まで確認しています

がよりよい会報誌にするためですので，面

倒をおかけしますがご理解の程よろしくお

願いします．

 
 

 

北海道海鳥保全研究会 編 

会報誌  北の海鳥第二十一号 

発行日 令和 7 年 10 月 31 日 

発行所 札幌市西区発寒 7 条 14-8-2 

mailto:hasebemakoto@hotmail.com
mailto:masayukisenzaki@gmail.com
mailto:larus.gull.0415@gmail.com

